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重
要
性
を
訴
え
て
き
た
同
氏

は
、
「
専
門
（
サ
イ
エ
ン

ス
）
だ
け
で
は
人
々
を
救
う

こ
と
は
で
き
な
い
」
と
語

り
、
①
知
識
は
力
な
り
②
長

尺
の
目
③
知
識
と
教
養
―
の

３
点
が
重
要
だ
と
強
調
。
被

害
予
測
に
基
づ
い
た
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
も

併
せ
て
訴
え
た
。

　
参
加
者
か
ら
の
「
常
に
一

定
数
存
在
す
る
（
地
震
や
地

震
保
険
へ
の
）
無
関
心
層
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
よ
い
か
」
と
い
う

質
問
に
は
、
「
ま
ず
は
相
手

の
関
心
に
寄
り
添
う
こ
と
が

重
要
。
私
が
授
業
ご
と
に
服

を
変
え
る
の
も
、
学
生
の
関

心
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
あ
る

か
ら
。
相
手
の
関
心
事
に
関

心
を
持
っ
た
上
で
、
こ
ち
ら

の
関
心
事
を
伝
え
る
こ
と
が

有
効
だ
」
と
回
答
し
た
。

　
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ

た
ト
ー
ア
再
保
険
の
松
永
祐

明
社
長
は
、
「
巨
大
地
震
は

日
本
地
震
再
保
険
に
と
っ
て

も
当
社
に
と
っ
て
も
最
大
の

リ
ス
ク
。
当
社
で
は
こ
れ
ら

の
地
震
に
備
え
て
ス
ト
レ
ス

テ
ス
ト
の
実
施
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の

策
定
を
通
じ
て
企
業
と
し
て

の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
強
化
に

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
本
日

の
お
話
を
聞
き
、
一
層
の
緊

迫
感
を
持
っ
て
こ
れ
ら
の
対

策
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
の

必
要
性
を
再
認
識
し
た
。
一

方
で
、
私
た
ち
の
安
全
確
保

に
対
し
て
は
、
正
し
い
知
識

を
ひ
と
り
ひ
と
り
が
持
っ

て
、
そ
の
上
で
適
切
な
準
備

を
行
う
こ
と
が
何
よ
り
大
事

だ
と
い
う
こ
と
も
感
じ
た
」

と
述
べ
、
鎌
田
氏
に
謝
意
を

示
し
た
。

　
講
演
会
後
、
伊
東
社
長
は

「
鎌
田
先
生
の
話
は
具
体
的

で
非
常
に
分
か
り
や
す
か
っ

た
。
２
０
３
５
年
マ
イ
ナ
ス

５
年
に
あ
た
る
２
０
３
０
年

ま
で
の
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の

実
現
を
目
指
し
て
、
折
り
返

し
点
を
過
ぎ
た
第
６
次
中
期

経
営
計
画
（
２
０
２
１
年
度

～
２
０
２
３
年
度
）
に
、
全

社
員
と
と
も
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
感
想
を
語
っ

た
。

　
参
加
し
た
若
手
社
員
か
ら

は
「
地
震
と
火
山
の
連
動
性

が
分
か
り
、
現
実
感
が
湧
い

た
」
「
地
震
や
火
山
噴
火
、

温
暖
化
な
ど
の
内
容
に
つ
い

て
、
今
ま
で
と
は
違
う
視
点

で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
相
手
へ
の
伝
え
方
な
ど

も
含
め
、
大
変
勉
強
に
な
っ

た
」
「
鎌
田
先
生
の
考
え
方

は
災
害
対
策
に
限
ら
ず
参
考

に
す
べ
き
と
感
じ
、
刺
激
を

受
け
た
」
と
い
っ
た
声
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　
Ｔ
＆
Ｄ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
生
命
保
険
は
11
月
11

日
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
融
資
の
一

環
と
し
て
、
日
本
高
速
道

路
保
有
・
債
務
返
済
機
構

が
発
行
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル

ボ
ン
ド
（
名
称
：
政
府
保

証
第
４
３
２
回
日
本
高
速

道
路
保
有
・
債
務
返
済
機

構
債
券
〈
ソ
ー
シ
ャ
ル
ボ

ン
ド
〉
、
発
行
総
額
１
０

０
億
円
、
償
還
期
間
20

年
）
へ
の
投
資
を
決
定
し

た
と
発
表
し
た
。

　
同
債
券
の
調
達
資
金

は
、
同
機
構
が
担
う
高
速

道
路
事
業
に
お
け
る
債
務

の
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
充

当
さ
れ
、
「
持
続
可
能
で

強
靭
な
国
土
の
形
成
」

「
地
方
創
成
・
地
域
活
性

化
」
な
ど
の
社
会
的
課
題

の
解
決
に
活
用
さ
れ
る
。

　
な
お
、
同
債
券
は
㈱
格

付
投
資
情
報
セ
ン
タ
ー
Ｒ

＆
Ｉ
か
ら
セ
カ
ン
ド
・
パ

ー
テ
ィ
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
を

取
得
し
、
国
際
資
本
市
場

協
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ａ
）
が
定

義
す
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ボ

ン
ド
原
則
２
０
２
１
」
お

よ
び
金
融
庁
が
定
義
す
る

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ボ
ン
ド
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
適
合
し

て
い
る
と
認
め
ら
れ
て
い

る
。

　
開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

日
本
地
震
再
保
険
の
伊
東
正

仁
社
長
は
、
「
私
は
仕
事

柄
、
よ
く
『
巨
大
地
震
は
い

つ
来
る
の
か
』
と
い
う
質
問

を
す
る
が
、
専
門
家
の
先
生

は
『
30
年
以
内
に
70
％
の
確

率
で
起
き
る
と
言
わ
れ
て
い

る
』
と
当
た
り
前
の
よ
う
に

答
え
ら
れ
る
。
私
か
ら
す
る

と
、
天
気
予
報
で
、
こ
れ
か

ら
３
週
間
以
内
の
ど
こ
か
で

雨
が
降
る
と
言
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
て
、
い
つ
傘
を

持
っ
て
い
く
べ
き
な
の
か
分

か
ら
な
い
と
感
じ
て
い
た
」

と
語
り
、
「
鎌
田
先
生
は
明

確
に
時
期
の
話
を
さ
れ
て
い

る
。
私
自
身
そ
の
お
話
は
目

か
ら
う
ろ
こ
だ
っ
た
。
今
日

の
お
話
は
業
務
や
生
活
の
ヒ

ン
ト
に
な
る
と
思
う
。
積
極

的
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
だ
」
と
呼
び
掛
け

た
。

　
鎌
田
氏
は
東
京
大
学
理
学

部
地
学
科
を
卒
業
後
、
１
９

７
９
年
に
通
産
省
（
現
・
経

済
産
業
省
）
に
入
省
。
主
任

研
究
官
を
退
官
後
、
１
９
９

７
年
か
ら
京
都
大
学
大
学
院

人
間
・
環
境
学
研
究
科
教
授

を
務
め
、
２
０
２
１
年
に
京

都
大
学
名
誉
教
授
・
京
都
大

学
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
実
践
ユ
ニ

ッ
ト
特
任
教
授
に
就
任
し

た
。
専
門
は
地
球
科
学
・
火

山
学
・
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
。
著
書
も
豊
富
で
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
科
学

を
明
快
に
解
説
す
る
姿
か
ら

「
科
学
の
伝
道
師
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。

　
同
氏
は
は
じ
め
に
、
東
日

本
大
震
災
以
来
、
日
本
列
島

は
１
０
０
０
年
ぶ
り
の
大
地

変
動
の
時
代
に
入
っ
た
と
語

り
、
東
日
本
大
震
災
が
南
海

ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
地

震
の
確
率
を
上
昇
さ
せ
た
メ

カ
ニ
ズ
ム
を

紹
介
し
た
。

　
そ
の
上

で
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
に

つ
い
て
は
１

０
０
年
周
期

で
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
２
０
３
５

年
の
前
後
５
年
以
内
に
発
生

す
る
と
断
言
。
南
海
ト
ラ
フ

地
震
の
経
済
被
害
は
東
日
本

大
震
災
の
10
倍
に
も
及
び
、

被
災
者
数
は
全
人
口
の
約
半

数
に
当
た
る
６
０
０
０
万
人

と
予
想
さ
れ
る
と
説
明
し

た
。

　
さ
ら
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震

が
発
生
す
る
と
、
現
在
「
噴

火
ス
タ
ン
バ
イ
状
態
」
に
あ

る
富
士
山
の
噴
火
が
誘
発
さ

れ
る
可
能
性
が
高
い
と
指

摘
。
火
山
の
噴
火
は
地
球
寒

冷
化
に
つ
な
が
る
た
め
、
現

在
世
界
的
な
課
題
と
さ
れ
て

い
る
温
暖
化
へ
の
対
策
は
大

き
く
覆
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
首
都
直
下
地
震
に
つ
い
て

は
、
発
生
時
期
こ
そ
分
か
ら

な
い
も
の
の
、
そ
の
震
源
は

19
箇
所
あ
る
た
め
、
一
度
発

生
す
れ
ば
東
日
本
大
震
災
の

５
倍
の
経
済
被
害
が
も
た
ら

さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
し

た
。

　
ま
た
、
大
学
の
授
業
で
も

専
門
と
教
養
の
二
つ
の
柱
の

　
Ｓ
Ｂ
Ｉ
イ
ン
シ

ュ
ア
ラ
ン
ス
グ
ル

ー
プ
は
11
月
14

日
、
オ
ン
ラ
イ
ン

を
基
盤
と
し
た
保

険
事
業
で
の
協
業

に
向
け
、
三
井
住

友
カ
ー
ド
㈱
（
東

京
都
江
東
区
、
大

西
幸
彦
代
表
取
締
役
社

長
）
と
業
務
提
携
に
関
す

る
基
本
合
意
書
を
締
結
し

た
と
発
表
し
た
。

　
Ｓ
Ｂ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
と
Ｓ

Ｍ
Ｂ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
は
今
年

６
月
に
包
括
的
資
本
業
務

提
携
に
関
す
る
基
本
合
意

を
行
っ
た
ほ
か
、
三
井
住

友
カ
ー
ド
が
発
行
す
る
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
用
い

て
Ｓ
Ｂ
Ｉ
証
券
で
投
資
信

託
を
購
入
で
き
る
投
信
積

立
サ
ー
ビ
ス
「
三
井
住
友

カ
ー
ド
つ
み
た
て
投
資
」

や
、
三
井
住
友
グ
ル
ー
プ

共
通
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
Ｖ

ポ
イ
ン
ト
を
Ｓ
Ｂ
Ｉ
証
券

で
の
投
資
信
託
の
買
付
代

金
に
利
用
で
き
る
「
Ｖ
ポ

イ
ン
ト
投
資
」
な
ど
の
協

業
を
進
め
て
き
た
が
、
今

回
新
た
に
保
険
の
分
野
で

も
協
業
関
係
を
構
築
す
る

こ
と
と
し
た
も
の
。

　
三
井
住
友
カ
ー
ド
は
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

と
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
の
利
用
シ
ー
ン
が
多

様
化
し
保
険
に
関
す
る
顧

客
ニ
ー
ズ
や
期
待
が
変
化

す
る
中
で
、
今
年
11
月
に

会
員
向
け
Ｖ
ｐ
ａ
ｓ
ｓ
ア

プ
リ
を
通
じ
て
、
い
つ
で

も
簡
単
に
保
険
申
込
や
契

約
内
容
の
確
認
が
で
き
る

「
保
険
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
」
を
新
設
し
、
保
険
会

社
各
社
と
の
協
業
を
開
始

し
て
い
る
。
一
方
、
Ｓ
Ｂ

Ｉ
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
グ

ル
ー
プ
は
、
創
業
以
来
オ

ン
ラ
イ
ン
を
中
心
と
し
た

保
険
事
業
を
展
開
し
、
保

険
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
商

品
設
計
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ

ウ
を
蓄
積
し
て
き
た
。
両

社
は
こ
う
し
た
双
方
の
強

み
を
生
か
し
た
協
業
に
よ

る
新
た
な
顧
客
価
値
の
創

造
に
向
け
、
業
務
提
携
に

関
す
る
基
本
合
意
書
を
締

結
す
る
に
至
っ
た
と
し
て

い
る
。

　
三
井
住
友
カ
ー
ド
は
今

後
も
保
険
会
社
各
社
と
連

携
し
て
、
顧
客
の
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
に
応
じ
た
適
切

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
顧
客
に

と
っ
て
ベ
ス
ト
な
保
険
商

品
を
提
供
で
き
る
よ
う

「
保
険
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
」
の
商
品
拡
充
を
目
指

す
。
Ｓ
Ｂ
Ｉ
イ
ン
シ
ュ
ア

ラ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
は
「
保

険
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
へ

高
い
競
争
力
を
持
つ
魅
力

的
な
商
品
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
今
後
共
同
で
の

商
品
開
発
を
検
討
し
て
い

く
と
し
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
基
盤
と
し
た
保
険
事
業
で
協
業

三
井
住
友
カ
ー
ド
と
業
務
提
携
で
合
意

「
科
学
の
伝
道
師
」鎌
田
浩
毅
京

大

名
誉
教
授
招
へ
い

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
時
期
明
言

　
日
本
地
震
再
保
険
と
ト
ー
ア
再
保
険
は
11
月
８
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
ト
ー
ア
再
保
険
の
会
議
室

で
、
合
同
社
内
講
演
会
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
富
士
山
噴
火
・
首
都
直
下
地
震
の
科
学
的
予
測
と
リ
ス

ク
軽
減
の
保
険
戦
略
」
を
開
催
し
た
。
「
科
学
の
伝
道
師
」
と
し
て
名
高
い
京
都
大
学
の
鎌
田
浩
毅
名

誉
教
授
・
京
都
大
学
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
実
践
ユ
ニ
ッ
ト
特
任
教
授
が
講
師
を
務
め
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や

首
都
直
下
地
震
、
地
震
に
よ
っ
て
噴
火
が
誘
発
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
火
山
に
つ
い
て
最
先
端
の
地
球

科
学
が
示
す
災
害
予
測
と
減
災
対
策
を
紹
介
し
た
。
当
日
は
、
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
合
わ
せ
て

両
社
の
社
員
約
80
人
が
聴
講
し
た
。

ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
生
命

　
ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
生
命
は
２

０
２
３
年
１
月
１
日
付
で
次

の
役
員
人
事
を
行
う
。

　
▽
取
締
役
副
社
長
執
行
役

員
【
担
当
】
事
業
開
発
部
、

商
品
開
発
部
、
団
信
事
業

部
、
資
産
運
用
部
（
取
締
役

副
社
長
執
行
役
員
【
担
当
】

商
品
開
発
部
、
資
産
運
用

部
）
木
庭
康
宏

ＳＢＩインシュアランスＧ
日本地震再保険・トーア再保険

合同社内講演会

伊東社長

鎌田氏

松永社長

Ｔ
＆
Ｄ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
生
命

高
速
道
路
事
業
ソ
ー
シ
ャ
ル
ボ
ン
ド
へ
投
資

役
員
人
事


